
に気付て守ども

V〕ムのi主白さ 1ヂり

1 題材のねらい

夏祭りを盛り上げるかけ声や太鼓のリズムをつくる活建立！な過して，

拍にのって友だちと表現寸る楽しさを味わったりすることができるυ

2 綬棄の構想

( 'i ）子ども（！）とらえについて

子どもたちはF 前題材「ことはでリズム」において，拍の流れにのり「Bl NGO.！のリスI.に

合わせた遊び歌の活動に取り組んだ0 （；ての丈章はっ「こいぬのピシゴJを歌ってリズム遊びをした

Eのヲミどもの日言己である。
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｜ 今日比 ：'3）川こだちのつぐったビンゴ（BINGO）むして，手でたたいはつどれもむずかしれたけど， （ 

I 3人目の「B うん ろん うん OJがちょっとむずかしかったからうぼくもこιなふうにこんどはっくり : 

I たいです。ぼくはヲ B うん飼うん G・O ってやりたいですc （児童A) I 

児童Aは，友だちがつ〈ったBING Oのりズムを手で打った。「BI NCO （タンタンタタタ

ン）」では，アルファベットを一つずuつ休符に置き換えvていき， i；；；符のあるリズムの手拍子を打っ

た。するとフ板書のりズムカードを操作したい子どもが表オL, t Iア70,BtNGO, B ~- '/ 7 0 

のリズム打ちを3Aの子どもが提案した。児童んはヲどのジズムにも休符があるごとでラ打ちにく

く難しいと感じたよろだった。また，児童Aは， 3人のりズ、ムの：重いを感じながらラ休符の場所を

変えるといろいろなリズムになることに気付いたので，次はa 自分；）王勺くりたいとャう気持ちが生

まれたc こ0）ようにラ友だちのリズムにふれと乙ことでラ「どんなりズムにしぶうか、な？ Jという向

いをもちり新しいりズムをつくり出すことにつながる。そしてラ何度もリプムをつくるこどで？意

欲的に取り組んだりう リズムの面白さに気付いたりできるようにしたい。そのために， 一人一人

間いをもちq 自分の思いを夢中になって追求しようとする題材構成と寸ることが大白；げさと考えてL、

t
L除
鷲
p
b
y
益
優

bee＝－

Z
鹿
嶋

E
E苦

る。

(2）才、題材の内容と音楽科で考え昼間いをもち追求する

低学年7了子どもたちは， リズム広覚が発遣する時期で

に， 1｝フく、L遊びゃ即興的な音楽づくりの活動を仕組

んでいく。之ド黒白司では司子ども i主f）~楽しみにして U ' 

る夏祭り（毎年 7尺に行う全校活動〉を盛りしげる

け声キ太鼓のリズムづくりを活動として設定4
5。 リズムをνヲ〈ろ活動の導入として，本校ノオソ γ

ナノレ出i刑判、音頭Jを拶1戸，歌コtc℃踊ったり

りしたがふ日付小音頭j fつ楽しい

とることや1 楽出:ii／主主：｝上が手太鼓のリ

付く活動を民間するc 次iム気イ，tv、fこ太鼓のり

生がしてー歌唱。器説教：J討「おまうり tJ:? －：：／ ゴ
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「夏祭りワッ乙ョイ」の範唱を聴いて，「きょうは楽しいなつまつり Jj」に

続く 2拍のいろいろなかけ声リズムをつくる。

「たいこのおとがひびくよ」JJに続く 2拍のいろいろなかけ声リズムをつ

くる。

－さらに盛り上がる「夏祭りワッショイ」にするための自分の考えを話し合う。

｜ささのは かついだぎょうれっJJ」に続くりズムをラ休符を生かしてつ

ぐる

, 3人や6人のグノトー

るo

5 I ・自分のつくったリズムをつなげて表現するc

－」課外 I.夏祭りの入場由としじ全校児童に発表する。

発表すしたりしたリズムのよさり

2 

3 

4 

リズムを眺つなげて句

「夏祭りワッショイJ

去っくろう

円

乙

盟業の翼i欝
①拍とリズムiこ焦点をあてた揖業展開の構憩

｜拾について｜

第 1時はラ附小音頭の旋律にある合いの手を聴き取り，それらが生み出すよさや面白さを感じ取

りながらヲ ~it/J＼音頭にふさわしい表現を工夫したc 本時のめあてを「ソレ！のかけ声であそぼう」

と教師から提吊すると今子どもたちはヲ歌ったりう踊ったりして「ソレ！」のかけ声

以下は，この日の児童Bの日記である。

し

4 

り

にのりコ自

つくったリズムを♂ン

札「ソレ！」などの言葉のリズムで唱

ム譜を板、書したり p ワークシートに書い

らの活動から，子どもたちはり

てくるだろう。そこでヲ題材のめあて

音楽づくりの活動ヘザつなげて角いく。
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ついて

して拍の

リる。

け

ムにつしもて

先生あのねラ音がくでふしょうおんどをやったよ。大だいこをしたけどヲぼくは，「ドカLJ ドドン」ってぐ

らい大きくたたいたよ。すごくたのしかったよ。 （児童B)

児童Bの「ドカンドドン」という太鼓のリズムの表現にヲ音の大きさや躍動するリズ、ムが伝わっ

てくる。何度も繰り返して楽しむ中でq 「もっと盛り上がるようにしたい。」という思いが高まりヲ

「ピョン」「ヤー」「パン」などとたくさんのかけ声がうまれた。合いの手のリズムの「ソ

レ jがないとどうなの？」と問いかけると，「ソレ！がないと盛りあがらない。」「（拍が）

もったいない。」と、合いの手のよさを感じ取ることができた。大太鼓は一つしかなかったのでヲ

パチのように持つことができるドレミパイプを一人2本ずつ渡したところ句「ソレj 以外にも曲に

なリズムで打ち始めた（国 2）。自分一人や友だちと一緒にリズムを打つ姿も見られラ

ムがいいのかな？」という問いが生まれていた。打ったリズムを全体で確認すると五

まって

「
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1単位時間の中に①気付く

ムにふれたり，

」とヲ リズムをつ

自分ヤ何回も試行

は，自分と違う多

もつことが大切である。

プ→全

リズム

に養ってい

つにりしてヲ

2拍の中

の中でヲ

手部分（ 2拍のリズム）のリズムをつくる活動を行う。 2拍のリズムづく吋即興的に試してい〈

過程でヲ「もっと盛り上がるリズムはないのかな。」「どんなリズムが楽しい付。」という向いが生

まれリズムづくりへの意欲が高まっていくであろう。そしてq リズムを体で感じられるように，

人2本 iごレミパイプ（ブームワッカー）（闘いで， リズムをつくる活動を取り入れ苛 リズム

りの意欲を高めたり。即興的にりズムをつくったりすることができるよう

(3）子ども一人一人が問いをもち追求する姿を育成す

そこでヲ本題材ではう次の三点を特に具体的な手立てとして展開する。

①題材のねらい！こ即した畜主義を形づくっている要素！こ焦点、をあて

本題材で着目する音楽を形づ〈っている要素は，拍とリ

流jLにのる力を身に付けるためにヲ リズムリレーやり

ムリレーでは勺毎時間苛授業の導入にリズムリレー

興的に音楽表現する楽しさを味わえるようにしていベ。

タンなどとリズム唱をして，音の長さを自然と意識し

できたりズムを言葉で表したりしていく。またラり

がら音符や休符を意識できるようにしていく。

しさを感じ，もっとっくりたいという

「夏祭りを盛り上げる音楽をつくろう」と設定し，

いや表現在表出する場面の設定

一入、人の思いが表現できたりヲ認め合えたりする学習過程としてラ

②試す③伝え合う④高め合う活動を位置付ける。③と（主）ではラ友だちのリ

ムに気付いたりすることを通して司「もっと盛り上がるリズムはないの

くっていく姿に‘つなげていく。そのためにもヲ

錯誤して自分なりのリズムをつくるようにする。リ

様なリズムを意識して聴いたり＇ -iこれこ打ったりして，

のためにヲ伝え合う場面を設定した

員→一｝，，と亙し、の表現を発表したり聴き

ノLープで拍にのって発表することでラ

このよう

るようにする。

リ
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③子ども
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き出し‘感じ
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この学習過程を設定したことでヲ学習の見通しをもつことができ句自分たちで主体的に 1)

つくる姿が見られた。そうした中でう次のような問いのつ訟がり：がみられたのまず勺「！）ズム

きるかな？ Jというりズムづくりへの不安な問い。次に勺「どんなふうにたたこう

リズムの種類やドレミパイプのたたき方の工夫についての問い（図4んこのよう

犬へのつながりが見られた。この間いのつながりはヲ「不安→工夫Jという間

新しいリズムを生み出す原動力にもなっていった。友だちに伝える場面ではヲ「新しいり

ちのつくったりズム）が（上手く真似）できるかな？Jという自分への問いから

に変化した（国 5）。自分のリズムを大事にしながらもう友だちのリズムを見たり

とで新しいリズ、ムを知りヲ打てた時に感じる喜びに高まる問いである。

. ) ' 
．一

国6：みんな

同齢的②試す→

国4：まず自分でつ

i①気付く→

りである。

児童Eは，自分でリズムをつくった喜びを感じた上に9 正確に打つことができた喜びを語ってい

る。実際ヲ児童Eはう何回か練習していくうちにヲ正確に打ザつことができるようになる姿が見られ

た。さらにラ友だちのリズムもしっかり見てヲ真似して打てたことが伝わる。

以下は9 児童Fの第 1時と第2時のふりかえりで

みんないろいろなリズムをつくってたから，わたしもああいうふ

（児童F)

①きょうは，すごくたのしかった。（第 1

②きょうは句みんなでリズムをつくって町

うになりたいよ。（第2時）

じぶんのむずかしいリズ

（児童E)

る。
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ともだちの（つくったリズム）もできたし9

リズムができるかな？
どんなふうにたたこうかなっ

児童Eの第2時のふりか

今日ヲリズムをノーミスでできたよ。

ムもできたよ。

以下はヲ

き

L、〈

この場面

し

ら考察する。

いと願ザっている

誰とでも即興的

かしヲ

しいり

「自

よλ

と指定しラ

ムリレーで行った方法

どもたちは9
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していった。

教師が

のって

児童F

と

自
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この時間の子どもたちはヲ汗だくになって笑顔で活動していた。ふりかえりからも十夏祭り音頭

を9 歌ったり踊ったり，大太鼓を叩いたりしてラ体中で音楽を味わっている子どもの様子が伺

る。そしてヲ盛り上がって楽しむ気持ちが生まれたりヲ言葉や曲に合わせて自分のつくったリ

をドレミパイプで叩いて楽しんだりしたことも伺える。「また今度も叩きたい。」［もっと違うリ

ムをつくりたい。」とリズムをつくっていく意欲に満ちていた。

iリズムについて i
リズムリレーはラ 2拍のまねっこリレーを毎時間の導入で実施した。「先生令子ども全員」は，

l年生で経験してきているので，「子どもA→他の子ども全員→子ども B→他の子ども全員Jとい

うリズム模倣を仕組んでいく。子どもだけではう 2 tl:'1の流れを感じ取ることが難しいので9 つなげ

ていく人数を 8人→15人，28人と増やしていく。するとヲ拍をつなげる必要感に気付いたりラ tl:'1に

のる充実感を味わうことができた。学級全員でつながった時はヲロンド形式の音楽の楽しさを味わ

えた。最初は「タンタン」 (JJ) というリズムが多かった子どもも，友だちのリズムを真似したり

取り入れたりしてラ休符やシンコペーシヨンを使ったリズムをつくるなどラ リズムリレーを継続す

ることによりヲ子どものリズムの多様さが見られるようになった。またラリズムリレーは，即興的

につくる楽しさを感じたり，「どんなリズムにするといいのかな。」「友だちのリズムはどんなリズ

という問いにつながったりした。

28人でリレーした日の日記である。

ム

ムかな。」

以下は，

先生あのね，今日ヲけんきゅう会がありました。リズムリレーがたのしかったです。 28人全いんたたけたの

でせいこうしました。みんな？とてもむずかしいリズムでびっくりしました。 （児童D)

音楽づくりの活動場面では，何度も繰り返しつくったり，即興的につくっていったりすることが

大切だと考えるが，自分のリズムを健認したり，つくったリズムを整理していくために，

シートを用意した（国 3）。ワークシートは板書と同じ形式にして9 つくったリズムを書き込んで

いくようにした。つくったリズムを書くことだ

けでなくラ歌詞も書き込むことでヲ小節や拍を

自然と感じることができるようにした。めあで

やふりかえりも書く欄を設けることでラ自分が

学びの中で匂変容していくことを確認できるよ

うにした。

②一人一人が患い

ワー‘ク

表出する場面

霞 3：ワークシート

-90 -

第2時からは匂盛り上がる 2拍の合いの手の

リズムをつくっていったc 第 1時のふりかえり

をもとに，子どもたちと一緒に「自分でリ

をつくったりヲ友だちのリズムを聴いたりし

てヲいろいろなあたらしいリズムをつくろう J

というめあてを立てた「そして叫「みんなの夏

り音頭、をう〈ろうJ

認した。

うという①気付く②試す窃伝え合う

習過程で展開してーいくこととし

とし＼う



ら音の高さ

くる

の実践から一

しようとする子ども
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i 題材のねらい

音と音の、つながりがと、んな雰囲気をもたら

やりズムを変えていく活動を通してヮ試行錯誤し

ことができる。

開い殺事事，臨分の聴い

メ口ら感じた思L一中学2年

2 捜3需の構親

( 1）子どものとらえについて

1年生では， 2種類提示された詩から自分で一つ選びヲ 4小節の旋律をつくる活動を行つ

に対ーする思いやイメージを旋棒にすることでラ短くはあるが，自分で由をつくったことへの達成感

を感じる生徒も多かった。以下に示すのは，その活動において創作をした際の最後の時聞のふり

えりである。

り，

を音で表現するの

のイ

イメ』ー

。今回私が工夫したことはヲ言葉のイントネーションにメロ

印象づけるために音を伸ばしたりするなどしたこと

しいなぁと改めて思いました。

たと思いま

1小節に決まっ

（生徒B)

きな壁となるのが記譜である。

どり記譜の能力は生徒によっ

のではないかと感じる。一方で，分から

もって取り組む生徒も多く見られた。ま

くる喜がを感じている。その一方でラ「イ

ろう。」という問いをもち工夫していける点を

していく方法を提示していくこと

していくために表現したい，－（

ら音楽をつくること

このふりかえりからは，詩から感じた思いやイメ一

読みとれる。

しかし，生徒Bの感想にもあるように，曲をつくるとき

節にどの音符がどれだけ入るのかヲどこに音符を書いたらよいの

て差があり，そのことが意欲の差｝こもっ

と悩みながらも，曲を何とかっくり

は言葉のイントネーション

を音で表す時はラどん

見いだしている。こ

で意欲的に取り組んでいけると考

メージをもちヲ音のつながり

何度も工夫していく表現力

ども一人一人が間いをも

2つのコード進？？と

ことが

l !/¥ 

、U

「子どもらしいイメージ」

じが想像できたと思います。

。スタッカートをところどころつけて，私が感じた

す。音階をl幅広く使うところでも，かわい

た量を入れるのはとても難しかったです。

自分なりに工夫しめにヲ
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る際仏自

映像をもと

生徒が自

ってい

いという思い
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にす一るとよいの

時間

きるのス？』土
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メー

因っていたのすると，「難しいリズムでできないな（打てないな）。Jと言う子どもヘヲつくった子

どもや打てる子どもが教えたりヲ何回か繰り返して打つなどの姿が自然と見られた。子どもから子

どもへ音楽を伝え9 新しいリズムを獲得していくことができた。その際，教師は「困っている友だ

ちに擾しく教えられているね。｜と認める声がけをしていった。自分と：遣うりズムに出会った子ど

もは，その驚きをみんなに伝えたくなる。「見つけたおすすめのリズムは？」と尋ねると，多くの

子どもが全体ヘ発言し，気付きを交流することができた。友だちのりズムを全体で打つことで「な

るほど，そんなリズムもできるなあ。」「まねしてみよう。」という思いが広が vっていった。またラ

さらに盛り上がるリズムづくりへ向かわせていくために，「すごいなあ。」「むずかしいなあ。」と

じた》つぶやきをとらえ，「どこがむずかしいの。」と問い返すことでヲ リズムや休符の工夫に気付か

せ9 追求していく次の姿へつなげることができ

5 おわりに
本題材を通して子どもたちはヲ リズムの面白さに気

付いたりヲ拍にのってリズムをつくる楽しさを味わう

ことができた。つくったリズムはヲ第 1時で 5種類

だったのが，最後には24種類まで広がっていった（関

7)。子ども一人一人も，毎時間多様なリズムをつく

り続けることができた。それは，三つの手立てが有効

だったといえる。①身につける力を明確化しヲカが身

につくようにリズムリレーの活動を取り入れたり，つ

くるリズムを2拍と限定するなど，工夫したことが有

効だった。②友だちと関わる学習場面を多く学習過程

で設定したことが有効だった。真似したり，違い

付いたりしながらヲ新しいリズムにふれることで，

ズムの面白さを感じ取ることに4つながった。またヲ太

鼓のリズムを感じるドレミパイプ（ブームワッカー）

を教具にしたことでヲ友だちとリズムを体で感じなが

ら楽しくつくることにつながった。③教師のはたらき

かけについてはヲ全体の前で子どものリズムのよさを

賞賛していくことがヲ太鼓やかけ声リズムの面白さ

感じ取ることに有効だった。そしてラ子どもたち

るという題材の魅力もヲ主体的にリズムをつくる姿

い一方でヲ発達段階を考慮した学習過程や題材

と考える。グA＇ープ活動ではラ多様な人数争あ与しへ

くりや多様なリズムを知ること

定していけばヲさらにじっくりと

いかと考えるο また，うこども
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